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表２　秋まきライ麦栽培時の乾物収量、TDN含量および導入の利点

表１　牧草の夏播種更新前における秋まきライ麦栽培スケジュールと栽培・収穫調製上の注意点1)

図１　播種および収穫時期別の乾物収量および TDN

　　　含量の推移

図２　異なる方法で播種床造成した牧草播種翌年の

年間雑草乾物重量1)

１）AB,ab 異文字間で有意差あり Tukey-Kramer 法（P ＜0.05）。

２）グリホサート系除草剤

３）完：完全更新、表ロ：表層撹拌（ロータリハロ２回）

　　表デ：表層撹拌（ディスクハロ２回）

[播種床造成日（除草剤有・無）]

2016:7/15・8/8、2017:7/18・8/16、2018:6/16・7/18


